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（３）の解説

正解 （３）

エフロレッセンスとは、コンクリート中の水酸化カルシ
ウムが、空気中の二酸化炭素と反応して、炭酸カルシウム
となり、白い結晶となる現象である。

温度が低いほど、水の溶解度が大きくなり、低温の環境
で生じやすい。

早期に脱枠すると、乾燥が進んで水分が蒸発し、エフロ
レッセンスが生じやすくなる。

一次エフロレッセンスと２次エフロレッセンス

エフロレッセンスとは
Ca(OH)2＋CO2→CaCO3＋H2O

この反応により炭酸カルシウムが析出する現象
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（１７）の解説

正解 （１）

真空中の電磁波速度：C、コンクリート中の電磁波速度：V

電磁波速度Vは、 V＝C/√ε ε：コンクリートの比誘電率

電磁波の往復伝播時間を T とすれば、

かぶり厚さDは、 D＝VT/２ となる。

コンクリートの比誘電率は、乾燥状態で４～１２

湿潤状態で８～２０

比誘電率を固定して測定すれば、乾燥状態にあると、

電磁波速度を小さく見積もるため、かぶり厚さを小さく推定
することになる。
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【電磁波レーダ法について】

電磁波レーダ法は鉄筋探査法のひとつで、
コンクリート内部の探査を目的とする非破壊
検査法。
コンクリート中の鉄筋位置やかぶりの他に、
内部空隙や異物の有無とその位置、コンクリ
ート背面の空洞などを探査することが可能。



2024年度版

5

（２９）の解説

正解 （３）

鋼単純合成I桁橋の疲労劣化で、床版を取り換えるため。

（A）応力分布は、合成床版であるため Ⅱ が適当。

（B）床版取り換え時に、上フランジと周辺ウエブが座屈
しない配慮が必要。

（C)下フランジと周辺ウエブは引張側であり、降伏しない
ような配慮が必要。
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（３７）の解説

正解 （３）

電気防食工法は、直流電流を外部から鋼材に連続的に流
し込むことにより、鋼材がイオン化（腐食）することを防
ぐ工法である。

通電時の電位変化量を１００ｍV卑（－側）にするため
には、２０ｍA/ｍ２の電流密度が必要である。

電極をプラス極、鉄筋をマイナス極とするので、電流の
流れる向きは、（Ａ）となる。

適当なもの （３）
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（３８）の解説

正解 （２）

床版が梁状化した鉄筋コンクリート床版の押抜きせん断
耐力は、圧縮域のコンクリートのせん断抵抗力と、引張鉄
筋のせん断抵抗するダウエル効果による抵抗力が合わさっ
たものとなる。

（Ａ）は圧縮 （Ｂ）は引張 （Ｃ）は圧縮

正解は、（２）

ダウエル効果とは、コンクリート梁部材の作用するせん断力
に対し主筋が抵抗する効果をいう。



2024年度版

9

（３９）の解説

正解 （３）

現在の資産を利率γで複利で運用すると、X年後には、

（１＋γ）のX乗に資産が増える。

逆に、X年後の資産を（1＋γ）のX乗で割れば、現在の資
産になる。

γを社会的割引率に置き換えるとX年後の補修費用を、
（1＋γ）のX乗で割れば現在価値となる。

適当なものは、 （３）
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■現在価値
財政負担の見込額算定（地方公共団体が
直接実施する場合とPFIを導入する場合）には，
現在価値にて比較することが求められる。

■割引率

将来発生する費用を現在価値に換算するに当たっ
て用いる換算率

・現在の100万円 →10年後は148万円（利率４%）
・10年後の100万円→現在の67.6万円（割引率４％）
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（４０）の解説

正解 （３）

あと施工アンカーを用いた接合部のせん断耐力は、鋼材の
降伏で決まるせん断耐力とコンクリートの支圧で決まるせ
ん断耐力の小さい方で算定する。

小さい方のせん断耐力は1本あたり、47.8ｋN

4本のあと施工アンカーが用いられているので、

47.8×４＝191.2 ｋN

適当なもの （３）
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